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電 気 敷 毛布 による寝床内気 候と 生理反応に ついて

実 践女 大家政

被　服　159

飯塚　 幸子,   o 丸 山　 康子， 岡 本　 一枝

【目 的】快適な 睡眠を得るた めに、 入眠し やすく、 目 覚めさ わやかな 寝床 内気候

の形 成をキ やツチフレ ーズにし た温 度制御付き電気敷毛布 に着目し、 使 用時 の寝床

内気 候と人体生理反 応および官 能量に ついて検討 すること を目 的として、 睡 眠実験

を 行っ た。

【方 法】被検者は 健康な女子大学生 ∠1名 で、 実験は２室 の人工気候室において 午

後8:00 か ら 翌朝6:OO に かけ て行った。 環 境条 件は就寝前のコントロ ール室を2  3 r;

5 0 ％、 就寝する室 を1   3 ℃6  6  ％ と 設定し、 電気敷毛布 に通電し た場 合（ Ａ ）と

通電し ない場合（ Ｂ ）の２ 条件とし た。 測定 項目 は、 直腸 温、 皮膚温（ 安立 製）、

心拍数（ ヴァイン製 ）、 寝床内温湿度（ 神栄 製）、 脳波、 眼 球運動、 呼吸数（ グロ

リ ア製）、 ８ミリ ＶＴＲ（ ソ ニ ー製 ）、 温冷 感、 快適感、 疲労感、 目覚 め感、 エネ

ル ギー代謝量、 体重 減少量とし た。

【 結 果】

1 ） 直 腸温は、 （ Ａ ）で は（B  ） に 比べ高いレ ベルとなり、 一晩を通しての変 動も

小さか っtz。

2  ） 皮 膚 温も、 前額を除く すべての部位 にお いて（A) が 高温を 示し、 入床直 後か

ら急激 な上昇を示し た。

3  ） 心 拍数は、 （ Ｂ ）で は暖やかに低下し5  8 ～ ６ ０回 ／分を示 すのに､対 し、（ Ａ ）

では一 晩中、6  5 ～7  3 回 ／ 分と比較的 高い 値を示した。

4 ） 寝床内 気候について は、 （Ａ ）では（B  ） に比 ぺて 高温で乾燥し た状態 を維持

し た。

５月26日（日）第14会場　午前9:30～12:00

定常型 湿潤マネ キンによる着 衣の水分透過指数の評 価

文化女 大家政　　 ○富沢美 和. 岩崎房子.    IB村　 照 子

＜目的＞　 着衣の湿性熱 抵抗を 明らか にする ことを目的とし 、まず、表面温度、蒸発量を

定常状態 に維持できるよう な定 常型湿潤マ ネキンを作製し た。次に、直径の異なる穿孔フ

ィル ムで 被覆面積の異なる 衣服10 種を 作製し 、こ れらをマ ネキンに着用させ、着衣の湿性

熱抵抗の評 価を 試みた。さら に、通気 性の異なる綿平織　3種の衣服を作製し て、同様の測

定を行い 、フ ィルム衣服 の結果 と比較、 検討し た。

＜方法＞　 実 験は、気温28 ±0.5  ℃、 湿度50 ±10 ≪li. Hの人工 気候室内で行った。定常型湿

潤マネ キンは定 温度制御 とし 、表面温度 が33 ℃になるよう に調節し た。測定項目は、マネ

キン各部 位の表面温度及 び同部位近傍 の気 温、供給熱量、注 水量である。測定時間は、マ

ネキン各 部位の表面温度が平 衡状態に なっ た後の60 分間とし た。

＜結果＞　1. マ ネキン各部 への注水調節 により、マネ キン表 面温度は　2時間以 上の定常状

態 を保つこ とができた。2. 湿性熱抵抗(Y) は、被覆面積(X) が増加するにし たがって増大

し 、両者 間には、Y  =0. 427-0. 034X +0.001X りr  =0. 91)の二次 回帰式が成立し た。3. 水分透過

指 数(Y) は、被覆面積(X) が 増加する にし たがって減少し、 両者間には、Y=0.64-0.42X

(r =-0.91) の負の一次回帰 式が 成立し た。 4.通気性の異なる 綿平 織　3種は、通気性が小さ

い ほど湿 性無 抵抗が大きく なる 傾向を示し た。また、注水量 は通気性が大きいほど多く、

水分透過指数 も通気性が大 きく なるほ ど大 きく なる傾向を示し た。5. 同程度の通気性を示

すフィル ム衣服と布地衣 服の 水分透過指数を 比較すると、布 地衣服のほう がフィルム衣服

に比べ、約　3倍高い 値を示し た。


